
問
　
赤
岩
青
巌
峡
の
手
前
に
あ
る

﹁
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
﹂
の
現

状
と
使
用
状
況
を
伺
い
ま
す
。

中
村
村
長
　
　
一
般
の
利
用
実
績
は

な
く
、
占
冠
・
村
づ
く
り
観
光
協
会

で
ナ
メ
コ
園
と
し
て
利
用
し
て
い
ま

す
。

問
　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
は
古

い
施
設
が
放
置
さ
れ
、
廃
墟
に
な
っ

て
い
ま
す
。
使
用
し
な
い
建
築
物
は

予
算
化
し
て
順
次
撤
去
を
す
る
べ
き

で
す
。
さ
ら
に
、
古
く
な
っ
た
ナ
メ

コ
の
ほ
だ
木
も
、
放
置
せ
ず
そ
の
都

度
撤
去
す
る
べ
き
と
思
い
ま
す
。
今

後
の
対
応
を
伺
い
ま
す
。

中
村
村
長
　
　
古
い
施
設
は
指
摘
の

と
お
り
で
す
の
で
、
撤
去
に
向
け
て

検
討
し
ま
す
。
ナ
メ
コ
の
原
木
は
、

ま
ず
現
状
を
調
査
し
ま
す
。

問
　
昨
年
、
京
都
市
内
の
小
学
１
年

生
の
女
児
が
プ
ー
ル
教
室
の
最
中
に

亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
実
は
12
年
前

に
東
京
都
で
起
き
た
死
亡
事
故
の
教

訓
が
教
育
行
政
の
縦
割
り
の
弊
害
で

生
か
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
事
が
分
か

り
ま
し
た
。
北
海
道
に
は
こ
の
よ
う
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２

自
転
車
の
活
用
と

　
　
　
　
　
環
境
整
備

３

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森

４

プ
ー
ル
の
安
全
対
策

問
　
ト
マ
ム
ト
ン
ネ
ル
付
近
に
あ
る

鵡
川
本
流
の
落
差
工
に
つ
い
て
、
設

置
者
、
目
的
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

中
村
村
長
　
　
落
差
工
は
北
海
道
上

川
総
合
振
興
局
旭
川
建
設
管
理
部
の

施
設
で
す
。
設
置
目
的
と
時
期
は
、

古
い
施
設
で
あ
り
現
在
調
査
中
で

す
。

問
　
水
量
が
下
が
っ
た
と
き
に
落
差

工
の
下
を
水
が
抜
け
、
危
険
な
状
態

に
あ
り
ま
す
が
、
状
況
認
識
と
対
策

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

中
村
村
長
　
　
落
差
工
の
現
状
は
把

握
し
て
お
り
、
旭
川
建
設
管
理
部
富

良
野
出
張
所
で
も
確
認
し
て
い
ま

す
。

問
　
ご
存
知
の
と
お
り
鵡
川
に
生
息

す
る
ヤ
マ
メ
の
一
部
は
１
０
０
キ
ロ

先
の
海
へ
下
り
、
サ
ク
ラ
マ
ス
に

な
っ
て
帰
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
循
環

を
復
活
さ
せ
る
た
め
様
々
な
団
体
で

取
組
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
昨
年
か
ら

は
村
も
、
寄
付
金
で
放
流
事
業
に
補

助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、
魚
を
放
流
し
て
も
、
こ
の

落
差
工
や
下
流
部
の
頭
首
工
︵
水
田

の
取
水
施
設
︶
の
問
題
を
解
決
し
な

い
限
り
サ
ク
ラ
マ
ス
が
昔
の
よ
う
に

遡
上
す
る
事
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。

１

鵡
川
本
流
の
落
差
工

・
環
境
に
配
慮
し
た
河
川
整
備

・
プ
ー
ル
の
安
全
対
策

破
損
し
て
い
る
鵡
川
の
落
差
工

山本敬介議員

問問問 中
村
村
長

中
村
村
長

　
こ
の
落
差
工
が
循
環
を
遮
る
施
設

で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
破
損
を

し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
環
境
に
配

慮
し
た
改
修
を
要
望
し
て
い
く
べ
き

で
は
な
い
で
す
か
。

中
村
村
長
　
　
河
川
の
防
災
対
策
も

重
要
で
す
が
、
環
境
整
備
や
生
態
系

の
維
持
も
大
変
重
要
と
考
え
て
お

り
、
旭
川
開
発
建
設
部
へ
陳
情
す
る

際
は
要
望
書
を
も
っ
て
対
応
し
ま

す
。

問
　
自
転
車
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

環
境
負
荷
の
軽
減
や
健
康
増
進
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　
ま
た
、
自
転
車
は
、
海
外
か
ら
の

観
光
客
の
ニ
ー
ズ
な
ど
観
光
の
側
面

か
ら
も
期
待
が
膨
ら
ん
で
い
ま
す
。

今
後
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ツ
ー
リ
ズ
ム
や

環
境
整
備
に
村
で
取
り
組
ん
で
い
く

考
え
が
あ
る
か
、
認
識
を
伺
い
ま

す
。

中
村
村
長
　
　
北
海
道
で
は
、
サ
イ

ク
リ
ン
グ
ツ
ー
リ
ズ
ム
連
絡
会
が
平

成
24
年
度
に
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

観
光
に
お
け
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
市

場
性
は
大
き
く
、
環
境
整
備
が
課
題

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
富
良
野
・

美
瑛
広
域
観
光
推
進
協
議
会
の
中

で
、
提
案
し
協
議
を
進
め
た
い
と
思

い
ま
す
。

中
村
村
長

問

問

中
村
村
長

中
村
村
長

問 問

中
村
村
長

な
事
例
も
網
羅
さ
れ
た
最
新
の
安
全

管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
あ
り
ま
す
か
。

村
の
安
全
管
理
の
現
状
を
伺
い
ま

す
。

藤
本
教
育
長
　
北
海
道
独
自
の
安
全

管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
あ
り
ま
せ
ん
。

毎
年
プ
ー
ル
開
設
前
に
文
部
科
学
省

と
北
海
道
が
主
催
す
る
プ
ー
ル
安
全

管
理
講
習
会
に
担
当
者
が
参
加
し
、

プ
ー
ル
の
安
全
標
準
指
針
に
基
づ
い

て
運
営
管
理
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

問
　
村
で
プ
ー
ル
の
指
導
し
て
い
る

方
に
聞
き
ま
し
た
が
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

は
見
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
事
で

す
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
あ
っ
て
も
、
現

場
で
共
有
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
全
く

意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
再
度
伺
い
ま

す
。

藤
本
教
育
長
　
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
現
場

に
持
ち
込
ん
で
、
説
明
、
指
導
を

や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
　
監
視
員
は
、
溺
れ
て
い
る
時
に

飛
び
込
ん
で
助
け
る
、
ま
た
心
肺
蘇

生
が
で
き
る
前
提
で
配
置
す
べ
き
と

思
い
ま
す
が
、
伺
い
ま
す
。

藤
本
教
育
長
　
今
後
は
指
摘
い
た
だ

い
た
こ
と
も
含
め
た
中
で
、
人
材
の

確
保
・
対
応
に
努
め
ま
す
。

藤
本
教
育
長

藤
本
教
育
長

藤
本
教
育
長

問問
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問
　
地
域
企
業
振
興
条
例
の
附
則
に

失
効
と
い
う
箇
所
が
あ
り
ま
す
。
こ

こ
を
廃
止
し
て
は
い
か
が
で
す
か
。

中
村
村
長
　
　
附
則
を
廃
止
す
る
に

は
本
則
に
も
関
係
し
て
き
ま
す
の

で
、
整
理
・
廃
止
す
る
か
ど
う
か
は

今
後
の
検
討
作
業
に
よ
り
考
え
た
い

と
思
い
ま
す
。

問
　
商
工
業
の
振
興
の
た
め
に
、
若

い
従
業
員
の
育
成
確
保
が
急
務
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業

で
努
力
し
て
い
ま
す
が
、
零
細
企
業

の
た
め
思
う
よ
う
に
い
か
な
い
の
が

実
情
で
す
。

　
地
元
企
業
の
人
材
育
成
の
た
め
、

新
規
就
農
等
支
援
対
策
事
業
の
よ
う

な
、
月
10
万
円
、
３
年
間
交
付
の
よ

う
な
要
綱
の
制
度
が
で
き
な
い
か
伺

い
ま
す
。

中
村
村
長
　
　人
材
育
成
の
基
本

は
、
経
営
者
と
し
て
の
責
務
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
村
内

企
業
の
多
く
は
家
族
経
営
や
小
規
模

事
業
者
で
、
将
来
を
担
う
人
材
育
成

を
進
め
る
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
現

状
か
ら
地
域
企
業
振
興
条
例
を
制
定

し
ま
し
た
。

　
今
年
見
直
し
を
行
う
の
で
、
そ
の

中
で
商
工
会
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き

な
が
ら
考
え
ま
す
。

問
　
道
の
駅
は
連
日
大
型
バ
ス
や
マ

イ
カ
ー
な
ど
で
混
雑
し
て
い
ま
す
。

安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
、
駐
車
場

の
拡
張
、
国
道
か
ら
の
出
入
口
を
広

げ
ら
れ
な
い
で
す
か
。

中
村
村
長
　
　７
・
８
月
の
観
光

ト
ッ
プ
シ
ー
ズ
ン
を
除
い
た
10
カ
月

間
は
現
状
で
も
対
応
可
能
と
考
え
、

拡
張
整
備
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
国
道
か
ら
道
の
駅
に
入
る
道
路

は
、
交
差
点
が
近
く
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー

ク
と
農
協
倉
庫
の
間
に
道
路
が
あ
る

た
め
、
こ
れ
以
上
拡
張
も
出
来
な
い

立
地
条
件
に
あ
り
、
道
路
整
備
計
画

は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
　
農
協
倉
庫
は
村
が
借
り
て
い
ま

す
し
、
農
協
は
使
っ
て
い
ま
せ
ん
。

買
収
計
画
も
含
め
て
考
え
て
は
い
か

が
で
す
か
。

中
村
村
長
　
　
も
し
倉
庫
が
売
却
可

能
で
あ
れ
ば
、
そ
う
い
っ
た
方
法
も

あ
る
か
と
は
思
っ
て
い
ま
す
。

問
　
鵡
川
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
公
民
館
の

主
催
︵
自
主
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
︶

で
、
９
月
28
日
に
行
わ
れ
ま
す
が
、

事
業
の
内
容
・
予
算
関
係
を
伺
い
ま

す
。

問

問問

中
村
村
長

問問

中
村
村
長

中
村
村
長

中
村
村
長

１

地
域
企
業
振
興
条
例
の

　
　
　
　
　
事
業
延
長
を

２

道
の
駅
周
辺
の
整
備

３

鵡
川
ミ
ッ
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
２
０
１
３

・
地
元
企
業
の
人
材
育
成

・
道
の
駅
周
辺
の
整
備

藤
本
教
育
長
　
日
本
河
川
協
会
か
ら

助
成
を
受
け
、
鵡
川
で
つ
な
が
る
流

域
全
体
が
共
同
で
河
川
保
全
活
動
に

取
り
組
む
事
業
で
す
。

　
占
冠
は
シ
ム
川
か
ら
青
巌
橋
ま
で

の
間
で
、
子
ど
も
は
ラ
フ
ト
で
川
か

ら
ゴ
ミ
拾
い
、
大
人
は
バ
ス
で
移
動

し
川
沿
か
ら
ゴ
ミ
を
拾
い
清
掃
美
化

を
し
ま
す
。

　
予
算
は
河
川
協
会
か
ら
エ
コ
ビ

レ
ッ
ジ
し
む
か
っ
ぷ
が
21
万
７
千
円

を
受
け
た
交
付
金
で
行
い
、
教
育
委

員
会
は
新
聞
折
込
代
金
２
４
０
０
円

の
み
の
支
出
で
す
。

問
　
安
全
対
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
ま
す
か
。

藤
本
教
育
長
　
全
国
の
公
民
館
保
証

制
度
が
あ
り
、
そ
の
保
証
制
度
を
活

用
し
ま
す
。

問
　
自
主
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
開
催

さ
れ
る
事
業
は
、
ほ
と
ん
ど
が
公
民

館
主
催
と
な
っ
て
い
ま
す
。
実
際
に

事
業
を
行
う
団
体
が
主
催
者
と
な
る

べ
き
で
な
い
で
し
ょ
う
か
。

藤
本
教
育
長
　
今
ま
で
の
経
過
は
、

全
国
公
民
館
保
証
制
度
が
活
用
で
き

る
の
で
、
公
民
館
が
主
催
と
し
て
き

ま
し
た
。
今
後
は
き
ち
ん
と
し
た
団

体
が
決
ま
っ
て
い
る
な
ら
、
主
催
で

は
な
く
共
催
な
ど
に
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

長谷川耿聰議員

問
　
む
か
わ
町
観
光
協
会
な
ど
が
共

催
さ
れ
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
占
冠
村

観
光
協
会
が
共
催
さ
れ
な
い
の
で
す

か
。

藤
本
教
育
長
　
詳
し
い
理
由
は
聞
い

て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
は
事
前
に
共

催
・
協
力
等
の
内
容
を
十
分
精
査

し
、
不
信
感
を
抱
か
れ
な
い
よ
う
に

し
ま
す
。

問
　
こ
の
事
業
を
実
際
に
手
が
け
る

エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
し
む
か
っ
ぷ
は
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
申
請
中
で
す
が
、
私
が
上

川
総
合
振
興
局
に
問
い
合
わ
せ
し
た

と
こ
ろ
、
申
請
書
は
来
て
い
な
い
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。
教
育
長
の
見

解
を
伺
い
ま
す
。

藤
本
教
育
長
　
内
容
に
つ
い
て
熟
知

し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
答
弁
を
差
し

控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
　
村
長
に
も
伺
い
ま
す
。

中
村
村
長
　
　
ニ
ニ
ウ
キ
ャ
ン
プ
場

を
委
託
管
理
し
て
い
る
事
業
者
で
あ

り
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
そ
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
は
調
べ
て
み
な
け

れ
ば
わ
か
り
ま
せ
ん
。

藤
本
教
育
長

藤
本
教
育
長

藤
本
教
育
長

藤
本
教
育
長

藤
本
教
育
長

問

問 問問

問

中
村
村
長

道
の
駅
前
の
交
差
点
と
農
協
倉
庫
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問
　
ジ
ビ
エ
工
房
は
、
平
成
24
年
４

月
に
運
用
が
開
始
さ
れ
約
１
年
５
カ

月
に
な
り
ま
す
。
当
初
年
間
３
０
０

頭
の
目
標
は
達
成
さ
れ
た
の
か
、
ま

た
村
内
と
村
外
の
エ
ゾ
シ
カ
の
購
入

頭
数
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か

伺
い
ま
す
。

中
村
村
長
　
　
平
成
24
年
度
は
２
９

８
頭
受
け
入
れ
て
い
ま
す
が
、
す
べ

て
村
内
で
狩
猟
、
有
害
駆
除
さ
れ
た

シ
カ
で
す
。

問
　
頭
数
目
標
は
達
成
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
す
が
、
エ
ゾ
シ
カ
は
増
え
て

い
ま
す
。
良
質
な
シ
カ
肉
の
確
保
は

11
月
か
ら
２
月
ま
で
の
冬
期
間
が
一

番
良
い
季
節
と
思
い
ま
す
。
こ
の
時

期
に
ジ
ビ
エ
工
房
の
職
員
が
他
の
事

中
村
村
長

問

問

１

ジ
ビ
エ
工
房

　
　
　
森
の
恵
み
の
運
営

工藤國忠議員

・
シ
カ
肉
の
消
費
拡
大

を
伺
い
ま
す
。

中
村
村
長
　
　
今
後
の
占
冠
村
の
林

業
・
林
産
業
の
振
興
を
図
る
う
え
か

ら
も
国
有
林
と
の
密
接
な
連
携
は
重

要
で
す
。
当
面
の
取
り
組
み
と
し

て
、
一
点
は
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
に
関

わ
る
連
携
で
す
。
９
月
５
日
に
上
川

総
合
振
興
局
が
事
務
局
と
な
り
、
上

川
管
内
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用

者
、
生
産
流
通
事
業
者
、
市
町
村
、

北
海
道
森
林
管
理
局
で
構
成
さ
れ
た

協
議
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
村
と

し
て
も
積
極
的
に
参
加
し
て
、
林
地

残
材
︵※

︶
の
地
元
へ
の
供
給
に
向

け
た
民
国
連
携
及
び
地
域
関
係
者
の

連
携
に
よ
り
、
自
給
情
報
の
共
有

化
・
流
通
の
効
率
化
に
つ
い
て
取
り

組
み
ま
す
。

　
も
う
一
点
は
、
エ
ゾ
シ
カ
対
策
で

す
。
本
年
度
か
ら
占
冠
の
国
有
林
内

で
、
林
野
庁
に
よ
る
効
果
的
な
捕
獲

技
術
の
導
入
に
向
け
た
﹁
野
生
鳥
獣

に
よ
る
森
林
生
態
系
の
被
害
対
策
技

術
開
発
事
業
﹂
が
行
わ
れ
ま
す
。
村

及
び
酪
農
学
園
大
学
、
北
海
道
森
林

管
理
局
が
連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と

と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
成
果
を
道
内

各
地
域
へ
捕
獲
技
術
が
移
転
で
き
る

問
　
北
海
道
で
は
、
活
力
あ
る
地
域

づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し

て
、
国
有
林
と
の
連
携
を
図
る
た
め

平
成
25
年
６
月
17
日
に
﹁
北
海
道
の

森
づ
く
り
に
関
す
る
覚
書
﹂
が
締
結

さ
れ
ま
し
た
。
国
有
林
・
公
有
林
・

民
有
林
の
垣
根
を
越
え
た
連
携
に
よ

り
、
地
域
に
貢
献
す
る
こ
と
を
大
き

な
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
主
な
取
り
組
み
課
題
は
、
①
林
業

生
産
活
動
②
水
資
源
の
保
全
③
エ
ゾ

シ
カ
に
よ
る
森
林
被
害
対
策
④
森
林

の
利
活
用
⑤
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
利
用
な
ど
で
す
。
占
冠
村

の
森
林
の
90
％
以
上
は
国
有
林
で
、

村
の
林
業
・
林
産
業
の
振
興
を
図
っ

て
い
く
た
め
に
は
、
上
川
南
部
森
林

管
理
署
と
の
連
携
は
大
変
重
要
な
課

題
で
す
。
道
と
森
林
管
理
局
と
の
覚

書
に
基
づ
く
村
と
し
て
の
取
り
組
み
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よ
う
進
め
て
い
き
ま
す
。

※

林
地
残
材
と
は
？

立
木
を
丸
太
に
す
る
と
き
に
切
落
す

枝
葉
や
森
林
外
に
間
伐
材
な
ど
、
通

常
は
林
地
に
放
置
さ
れ
る
残
材
。

問
　
高
齢
者
福
祉
施
設
の
建
設
に
向

け
た
設
計
段
階
へ
と
き
ま
し
た
。

　
本
年
５
月
１
日
よ
り
﹁
占
冠
地
域

材
利
用
推
進
方
針
﹂
が
施
行
さ
れ
、

方
針
で
は
、
公
共
建
築
物
に
つ
い
て

は
可
能
な
限
り
木
造
化
、
ま
た
は
木

質
化
を
図
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

村
の
役
割
で
は
自
ら
率
先
し
て
そ
の

整
備
す
る
公
共
建
築
物
に
お
け
る
地

域
材
の
利
用
に
努
め
る
と
な
っ
て
い

２

公
共
施
設
の
地
域
材
利
用

中
村
村
長

問

問

１

林
業
・
林
産
業
の
振
興

・
林
業
・
林
産
業
の
連
携

・
公
共
施
設
の
地
域
木
材
利
用

ま
す
。
高
齢
者
福
祉
施
設
の
設
計
建

設
に
あ
た
っ
て
﹁
占
冠
村
地
域
材
利

用
推
進
方
針
﹂
が
ど
の
よ
う
に
生
か

さ
れ
て
い
く
の
か
村
長
の
考
え
を
伺

い
ま
す
。

中
村
村
長
　
　
村
の
森
林
資
源
活
用

の
た
め
、
総
合
計
画
の
見
直
し
を
し

て
い
ま
す
。
具
体
的
に
﹁
占
冠
村
地

域
材
利
用
推
進
方
針
﹂
を
定
め
、
今

後
は
公
共
施
設
の
木
造
化
、
木
質
化

を
進
め
て
い
く
考
え
で
す
。
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設
は
防
災
の

関
係
か
ら
鉄
骨
造
り
と
考
え
ま
す

が
、
内
部
に
つ
い
て
は
木
材
の
使
用

を
積
極
的
に
進
め
て
、
施
設
の
木
質

中
村
村
長

村
有
林
か
ら
切
り
出
さ
れ
た
木
材

五十嵐正雄議員

化
を
図
り
ま
す
。

問
　
こ
の
施
設
の
木
造
化
、
木
質
化

に
あ
た
っ
て
は
村
有
林
か
ら
産
出
さ

れ
る
地
元
材
を
使
用
す
る
の
が
一
番

良
い
と
考
え
ま
す
。
村
内
に
は
、
製

材
工
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
原
木
を

近
郊
の
製
材
工
場
に
賃
挽
き
を
委
託

し
、
生
産
し
て
い
た
だ
い
た
製
材
を

内
装
材
等
に
利
用
す
る
方
法
も
あ
り

ま
す
。
村
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

中
村
村
長
　
　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
も

あ
り
可
能
か
ど
う
か
、
ま
た
事
業
費

の
比
較
計
算
を
し
て
み
な
け
れ
ば
結

論
は
出
ま
せ
ん
が
一
部
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

問中
村
村
長
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業
所
へ
働
き
に
行
っ
て
い
る
と
聞
い

て
い
ま
す
が
、
村
は
ど
の
よ
う
な
指

導
を
行
っ
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

中
村
村
長
　
　
シ
カ
の
捕
獲
頭
数
で

す
が
、
確
か
に
ラ
イ
ト
セ
ン
サ
ス
を

行
っ
て
も
減
っ
て
は
い
な
い
と
い
う

数
字
が
出
て
い
ま
す
。
シ
カ
も
学
習

し
て
お
り
ハ
ン
タ
ー
が
行
け
ば
す
ぐ

い
な
く
な
る
と
い
っ
た
状
況
で
す
。

現
在
、
国
有
林
も
含
め
て
有
効
的
な

捕
獲
方
法
を
進
め
て
い
く
と
こ
ろ
で

す
。

　
そ
れ
か
ら
ジ
ビ
エ
工
房
で
の
受
け

入
れ
で
す
が
、︵
株
︶
森
の
か
り
う
ど

が
、
基
本
的
に
は
来
た
も
の
を
受
け

入
れ
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
行
っ
て

お
り
、
村
が
介
入
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
ジ
ビ
エ
工
房
の
職
員
が
他
の
事
業

所
で
働
い
て
い
る
件
で
す
が
、
ど
れ

だ
け
の
時
間
働
い
て
い
る
の
か
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
割
合
に
し
た
ら
ジ
ビ

エ
工
房
に
影
響
す
る
よ
う
な
時
間
で

は
な
い
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

問
　
冬
期
間
だ
け
で
も
脂
の
乗
っ
た

シ
カ
肉
を
村
の
特
産
品
と
し
て
は
と

思
い
ま
す
が
、
現
在
シ
カ
肉
の
消
費

拡
大
に
つ
い
て
の
普
及
活
動
は
ど
の

よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

中
村
村
長
　
　
村
の
魅
力
を
発
信
し

て
、
観
光
客
誘
致
、
地
元
商
業
者
へ

の
経
済
波
及
効
果
、
地
域
活
性
化
な

問中
村
村
長

中
村
村
長

道
の
駅
で
販
売
中
の
エ
ゾ
シ
カ
製
品

ど
を
目
的
と
し
た
食
と
観
光
推
進
事

業
を
村
・
商
工
会
・
観
光
協
会
・
そ

の
他
関
係
機
関
と
連
携
し
て
進
め
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
村
内
の
シ
カ
肉
販
売
は
道

の
駅
や
リ
ゾ
ー
ト
内
の
占
冠
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
で
行
っ
て
い
ま
す
。
商

品
と
し
て
ジ
ャ
ー
キ
ー
、
焼
肉
用
、

ハ
ム
製
品
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

他
に
リ
ゾ
ー
ト
内
レ
ス
ト
ラ
ン
を
含

む
村
内
の
飲
食
店
７
施
設
で
メ

ニ
ュ
ー
を
展
開
し
、
商
工
会
の
特
産

品
開
発
に
よ
り
生
ま
れ
た
レ
ト
ル
ト

カ
レ
ー
に
も
村
内
の
シ
カ
肉
を
使
用

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ふ
る
さ
と
祭
り
、
紅
葉
ま

つ
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
出
店
し
、

村
内
外
の
お
客
さ
ま
へ
美
味
し
い
シ

カ
肉
を
提
供
し
て
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い

ま
す
。
今
後
と
も
シ
カ
肉
の
消
費
拡

大
に
向
け
、
猟
友
会
な
ど
関
係
者
や

商
工
会
・
観
光
協
会
と
連
携
し
Ｐ
Ｒ

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

○
議
会
広
報
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
　
︵
８
月
20
日
︶

　
平
成
25
年
度
北
海
道
町
村
議
会
広

報
研
修
会
が
札
幌
市
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
広
報
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
深
沢
徹

氏
か
ら
議
会
広
報
に
求
め
ら
れ
る
も

の
は
、
﹁
あ
り
の
ま
ま
﹂
﹁
分
か
り

や
す
く
﹂
﹁
住
民
と
と
も
に
﹂
と
題

し
て
講
演
を
聞
き
ま
し
た
。

　
12
の
議
会
広
報
を
題
材
に
、

①
重
要
な
情
報
は
確
実
に
掲
載
す
る
。

②
議
案
審
議
記
事
は
必
ず
入
れ
る
。

③
役
所
用
語
は
ほ
ん
訳
す
る
。

④
敬
語
は
使
わ
な
い
。

　
な
ど
読
者
の
目
線
で
親
し
ま
れ

る
、
愛
さ
れ
る
広
報
を
目
指
し
て
く

だ
さ
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

■第 5回住民と議員の懇談会を開催します
　議会改革の一環として、住民の声を議会活動に役立てるため開催します。日時・会場・出席議員は次のとおりです。

どの会場でも参加は自由です。多くの皆さまのご参加をお待ちしています。

日 　 　 時 会 　 　 場 出 席 議 員

11 月 18 日（月）
午後６時 30 分〜８時 30 分

11 月 19 日（火）
午後６時 30 分〜８時 30 分

トマムコミュニティセンター 小峰・長谷川・山本・五十嵐

相川・佐野・工藤・木村

相川・佐野・工藤・木村

小峰・長谷川・山本・五十嵐

占 冠 地 域 交 流 館

コ ミ ュ ニ テ ィ プ ラ ザ

双 珠 別 住 民 セ ン タ ー

活

動

報

告

○
北
海
道
町
村
議
会
議
員
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　︵
６
月
28
日
︶

　
平
成
25
年
度
北
海
道
町
村
議
会
議

員
研
修
会
が
、
札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
全
道
か

ら
は
約
１
７
０
０
人
、
占
冠
村
か
ら

は
全
議
員
８
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
講
師
は
、
慶
應
義
塾
大
学

教
授
の
片
山
善
博
氏
と
、
政
治
ア
ナ

リ
ス
ト
の
伊
藤
惇
夫
氏
。

　
片
山
氏
は
改
革
派
知
事
と
し
て
の

経
験
か
ら
﹁
当
た
り
前
の
こ
と
か
ら

変
え
て
い
け
る
よ
う
な
地
方
議
会
の

改
革
に
期
待
す
る
﹂
と
述
べ
、
ま
た

米
議
会
の
公
聴
会
を
例
に
﹁
住
民
の

悩
み
や
意
見
が
集
ま
る
よ
う
な
議
会

を
目
指
し
て
欲
し
い
﹂
と
話
し
ま
し

た
。

　
伊
藤
惇
夫
氏
は
３
年
３
ヶ
月
の
民

主
党
政
権
の
総
括
後
、
安
倍
政
権
の

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
述
べ
、
﹁
長

期
政
権
に
な
る
可
能
性
は
高
い
が
、

消
費
増
税
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
経
済
政
策
、

内
部
抗
争
な
ど
不
安
定
要
素
も
多

い
﹂
と
分
析
し
ま
し
た
。


